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2次元球面 S2-の linkのprojectionはS2をいくつかの領域に分割する｡ これらの領域
は2つの classに分類されることが知られており,このことから li止 graphが定義され link
の determinantというlinktypeの invariantが得られる｡R･H.CrowellはKirchhoffによる
matrix-treetheoremを用いて linkの deteminantが Iinkgraphの spanl-ingtree と関係が
あることを示 し, BankwityTheoremの証明に応用 している｡ここでmatrix-treetheorem
とは graphGから得られるある正方行列の余因子がGの spanmingtreeの個数に等 しいことを
示すものである｡
本論文では, weightedgTaphに対するmatrix-treetheoremを説明し,Kirchhoffの定理
がその Corolaryとして得られることを示す｡また, li血 graphの spanningtreeと linkgraph
の基本変形をもとに linkの deteminantが li止 typeの invariantであることの別証を与えそ
の性質を調べる｡
2.0nGroupsofTWisトspunKnots
吉 川 克 之
n-kn｡tとは (n+2)次元ユークリッド空間Rn十2内にlocallyflatに embedされたn-sphere
のことである.A.ArtinはR4の中の平面 R2上に両端を持っ ｡rcを,この平面R2を軸 とし
て回転する事によりR4の中の 2-knotを構成 した.E.C.ZeemanはArtinの 2-knotを複
雑にした twist-spunknotを考え出した｡本論文ではまずこの twis卜spunknotが Foxのい
わゆるmovingpicturemethodにより構成出来る事を証明した｡次に1-knotkのn-twist-spun
knotのgrOupG(k,a)の代数的性質を調べた｡主な研究結果は次の通 りである.☆[定理]rank
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